
①対策の現況 Ａ：実施済

③ ①の回答が
　　Ｃの場合

対策の経緯、
内容

火災報知器、防火水槽、放水銃、消火器等を設置済み。消防訓練は
地元の消防団と年1回春に実施。境内の隅に地元の消防団の消火機
器を格納した海神社機庫がある。

今後の予定 特になし。

要望 特になし。

実施して
いない理由

対策の必要がない 資金が足りない

要望

今後の予定

Ｂ：一部実施済 Ｃ：未実施

その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

② ①の回答が
　　Ａ、Ｂの場合

③ ①の回答が
　　Ｃの場合

地震対策

亀田 鈴木 中西

対象文化財

彫刻

建造物

県指定：

県指定：

国宝：

今後の予定

調査日

調査者名

代表者
調査対応者

奈良県指定文化財（彫刻・建造物）の「災害対策等現況調査」調査票

前総代　井岡正巳氏

日

海神社

年2018 6 月 26 記入者 亀田幸英

所在地

調査対象先

電話番号宇陀市室生大野1655番地

件重文：

重文：

件

1

1

件

棟

件

棟

件

棟
国宝：

件

①対策の現況

② ①の回答が
　　Ａ、Ｂの場合

Ａ：実施済 Ｂ：一部実施済 Ｃ：未実施

対策の経緯、
内容

要望

今後も対応予定なし。

特になし。

防火対策

実施して
いない理由

対策の必要がない 資金が足りない

その他（今まで県指定の本殿に地震被害の経験がない。）

今後の予定

要望



【調査票記入者（亀田幸英）の感想】

調査対象先 海神社

奈良県指定文化財（彫刻・建造物）の「災害対策等現況調査」調査票

県指定の本殿 県文化財指定書（昭和28年3月23日）

今後の予定、
要望

特になし。

防火水槽 境内隅にある消防団の機庫

社務所に設置の火災受信機

県指定文化財の本殿には特に地震対策は未実施。防
火対策は充実しており、かつ境内の隅に地元消防団
の機庫も設置されている。
末永く維持・継承されることを願う。

獣害・白アリ等の対策

①獣害等被害 Ａ：経験あり Ｂ：経験なし

② ①の回答が
　　Ａの場合

どのような
被害か

獣害、シロアリ等の被害はない。スズメバチは駆除した。

③今後


